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第
四
三
五
回 

青
葉
会 

令
和
四
年
七
月
二
十
八
日
（
木
）（
於
：
赤
坂
飯
店
竹
橋
店 

個
室
） 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

 

長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

 
中
川
雅
夫 

西
澤
國
護 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

 
山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 
庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 

投
句
の
み 

 
 

豊
田
ゆ
た
か 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

九
点 

 

遠
く
よ
り
合
図
の
日
傘
廻
さ
る
る 

 
 
 

孤
舟 

（
忠
・
〇
千
・
恵
・
康
・
〇
堂
・
正
・
昇
・
け
・
天
） 

振
り
分
け
荷
銀
座
に
下
ろ
す
風
鈴
屋 

 
と
み
子 

（
紀
・
千
・
〇
恵
・
堂
・
允
・
正
・
け
・
天
・
〇
盛
） 

 

八
点 

 

青
芝
の
無
名
の
墓
碑
や
「
兵
」
一
字 

 
 
 
 
 

び
ん 

（
紀
・
忠
・
健
・
恵
・
康
・
堂
・
け
・
天
） 

 

七
点 

◎
遠
く
か
ら
祭
囃
子
の
里
帰
り 

 
 
 
 
 
 
 

 

忠
彦 
（
紀
・
孤
・
そ
・
た
・
清
・
國
・
允
） 

捕
虫
網
高
く
掲
げ
て
凱
旋
す 

 
 
 
 
 
 
 

 

孤
舟 

（
そ
・
と
・
堂
・
〇
健
・
清
・
允
・
〇
昇
） 

◎
籠
り
居
て
読
む
は
清
張
戻
り
梅
雨 

 
 
 
 
 
 

健
介 

（
紀
・
孤
・
千
・
龍
・
康
・
昇
・
亜
） 

野
暮
用
と
云
ひ
つ
パ
ナ
マ
で
家
を
出
る 

 
 
 
 

亜
也 

（
紀
・
恵
・
〇
孝
・
〇
龍
・
清
・
敏
・
盛
） 

 

六
点 

◎
汗
拭
か
ず
曲
尺
（
か
ね
じ
ゃ
く
）
使
ふ
宮
大
工 

 

紀
久
男 

 

（
孤
・
五
・
正
・
啓
・
亜
・
天
） 

ラ
ジ
オ
聴
き
ド
イ
ツ
語
学
ぶ
樹
下
涼
し 

 
 
 
 

    

仝 
 

（
健
・
龍
・
敏
・
正
・
け
・
盛
） 

襟
足
に
若
さ
の
薫
る
藍
浴
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 
 

（
紀
・
た
・
敏
・
康
・
〇
允
・
盛
） 

雲
一
朶
遊
ば
す
山
の
滴
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
五
・
孝
・
清
・
規
・
〇
三
） 

青
田
風
駅
に
古
墳
の
案
内
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
そ
・
と
・
び
・
昇
・
三
） 

 

五
点 

◎
雲
海
を
五
彩
に
染
め
て
日
が
昇
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
〇
そ
・
孤
・
た
・
び
） 

 

◎
月
下
美
人
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
と
訳
す
人 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
孤
・
健
・
亜
・
三
） 

 

四
点 

 

大
雨
の
音
の
合
間
に
蝉
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 

（
千
・
隆
・
規
・
雅
） 

蓮
二
輪
小
さ
き
池
を
整
へ
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

忠
彦 

 

（
紀
・
た
・
清
・
敏
） 

 
 
 

横
須
賀 

◎
艦
名
は
す
べ
て
平
仮
名
土
用
波 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
孤
・
康
・
盛
） 

 
 
 
 

探
し
物
に
暮
る
る
一
日
や
梅
雨
深
し 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
紀
・
五
・
啓
・
三
） 

く
ち
な
し
の
花
ひ
そ
や
か
に
木
間
陰 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か    

（
そ
・
敏
・
雅
・
規
） 

 
 

 

◎
ア
マ
ン
ド
の
角
に
人
待
つ
サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
〇
正
・
啓
） 

皆
老
い
て
墓
参
取
り
止
め
仏
壇
で 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
紀
・
敏
・
び
・
隆
） 

炎
帝
と
と
も
に
寝
そ
べ
り
波
を
聞
く 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
健
・
千
・
け
・
三
） 

や
も
り
棲
む
廊
下
き
し
ま
せ
川
の
湯
へ 

 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
紀
・
〇
と
・
恵
・
亜
） 

緑
陰
や
奥
に
庵
主
の
住
居
跡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 

（
紀
・
健
・
恵
・
〇
康
） 
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が
が
ん
ぼ
の
狼
藉
ぶ
り
や
島
の
宿 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
び
・
啓
・
規
） 

惑
ふ
夜
仏
間
に
強
く
百
合
薫
る 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
孝
・
龍
・
三
） 

◎
ひ
と
と
き
は
都
人
な
り
貴
船
川
床 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
孤
・
た
・
堂
） 

 

三
点 

◎
ま
た
一
人
病
の
知
ら
せ
梅
雨
長
し 

 
 
 

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
孤
・
規
） 

寄
る
辺
無
く
哀
し
き
凶
行
戻
梅
雨 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
隆
・
啓
） 

梶
の
葉
の
蓋
を
畳
み
て
人
お
も
ふ 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
忠
・
孝
） 

母
の
ピ
ア
ノ
聞
こ
ゆ
る
あ
た
り
昼
寝
の
子 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
啓
・
盛
） 

◎
網
戸
よ
り
何
を
訴
ふ
油
蝉 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
孤
・
清
・
規
） 

 

当
世
流
小
栗
判
官 

        

汗
だ
く
の
馬
脚
の
芸
に
や
ん
や
な
り 

 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
と
・
雅
） 

驟
雨
来
ぬ
過
ぎ
れ
ば
す
っ
き
り
夕
間
暮 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
敏
・
雅
） 

骨
切
り
の
音
心
地
よ
く
鱧
を
喰
う 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
千
・
天
） 

 
 
 
 
 

紀
伊
国
屋
を
偲
び
て 

江
戸
和
事
田
之
助
去
り
て
五
月
闇 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
と
・
亜
） 

 
 
 
 

天
を
衝
く
長
刀
鉾
や
疫
病
断
つ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
と
・
昇
・
け
） 

８
の
字
に
戸
惑
ふ
二
人
茅
の
輪
か
な 

 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
五
・
昇
） 

旅
立
ち
の
支
度
楽
し
き
夏
の
朝 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
そ
・
た
・
允
） 

手
花
火
が
探
す
昔
の
裏
通
り 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
忠
・
國
） 

著
莪
咲
く
を
愛
づ
る
人
逝
き
今
日
一
年 

 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
孝
・
敏
） 

 
 
 
 

七
月
や
あ
の
日
あ
の
時
婚
約
す 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
紀
・
龍
・
敏
） 

雲
の
峰
辻
の
地
蔵
は
す
ま
し
顔 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
五
・
天
） 

眼
力
も
萎
え
て
目
を
閉
ず
猛
暑
か
な 

 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
敏
・
亜
） 

怪
し
げ
な
夢
は
中
折
れ
昼
寝
覚 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
龍
・
允
） 

 

二
点 

 

改
正
を
避
け
得
ぬ
も
の
か
蝉
の
声 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
隆
） 

 
 
 
 

打
撃
一
閃
そ
の
先
は
夏
の
雲 

 
 
 
 
 
 

千
恵 
 
 

（
紀
・
忠
） 

願
ひ
た
し
悪
疫
退
散
祇
園
会
に 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
正
・
雅
） 

 
 
 
 

家
族
の
数
確
か
め
枇
杷
を
捥
ぎ
呉
る
る 

 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
・
堂
） 

 
 
 
 

の
う
ぜ
ん
や
黒
き
引
戸
の
鍼
灸
院 

 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
び
） 

 
 
 
 
 
 

大
阪
松
竹
座 

勘
九
郎
の
粋
な
宙
乗
り
夕
立
晴 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
雅
） 

髪
結
い
て
七
夕
迎
う
妻
若
し 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
敏
） 

 
 
 
 

茗
荷
の
子
共
生
嬉
し
庭
の
隅 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
び
） 

早
朝
に
涼
を
求
め
て
夫
婦
連
れ 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
隆
） 

 
 
 
 

猛
暑
期
に
フ
ァ
イ
ン
デ
イ
と
は
曇
り
空 

 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
敏
） 

 
 

西
表
島
陸
生
螢 

 
 
 
 

同
調
す
千
と
数
へ
る
螢
の
灯 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
敏
） 

核
知
ら
ぬ
少
年
の
夏
雲
流
る 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
隆
） 

 

一
点 
 
 

釉
薬
メ
ー
カ
ー
社
長
の
傘
寿
祝
（
名
古
屋
） 

豪
盛
に
散
財
尽
す
夏
宴 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
け
） 
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麦
笛
で
呼
べ
ば
口
笛
に
て
応
ふ 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

（
紀
） 

回
重
ね
な
ほ
先
見
え
ず
大
暑
か
な 

 
 
 
 

五
郎
太 

（
孝
） 

 
 
 
 

梅
雨
明
け
の
斯
く
も
の
早
さ
病
む
地
球 

 
 
 

千
恵 

（
忠
） 

 
 
 
 

う
す
も
の
着
て
美
貌
の
メ
ゾ
を
聞
き
に
行
く 

 
 

仝 

（
紀
） 

 
 
 
 

炎
昼
を
歩
め
ば
上
下
で
挟
み
撃
ち 

 
 
 

た
だ
し
げ 

（
紀
） 

樺
（
か
ん
ば
）
焚
き
足
元
照
ら
す
ご
先
祖
の 

 

國
護 

（
紀
） 

 
 
 
 

夏
合
宿
死
ぬ
気
で
走
れ
ま
だ
夢
に 

 
 
 
 
 
 

仝 

（
紀
） 

 
 
 
 

奥
吉
野
雷
雲
を
待
つ
大
河
あ
り 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

（
紀
） 

山
百
合
や
季
節
切
手
に
登
場
す 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

（
紀
） 

雨
蛙
水
神
様
に
仕
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

（
紀
） 

知
ら
ず
し
て
土
用
に
蜆
食
し
け
り 

 
 
 
 
 

亜
也 

（
五
） 

朝
の
海
今
日
は
良
き
日
か
虹
二
重 

 
 
 
 

け
い
子 

（
紀
） 

あ
あ
失
敬
水
打
つ
先
に
人
の
影 

 
 
 
 
 
 

天
牛 

（
紀
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

 

九
点
句 

遠
く
よ
り
合
図
の
日
傘
廻
さ
る
る 

 
 
 
  

孤
舟 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
素
敵
な
中
年
紳
士
が
恋
人
と
待
ち
合
わ
せ
し
て
い
る
と
い
っ
た
映
画
の
１
シ
ー
ン 

を
連
想
さ
せ
ま
す
ね
。
私
も
日
傘
廻
し
て
み
た
い
・
・
・
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
老
い
ら
く
の
恋
の
逢
引
の
景
か
？
と
想
像
力
を
掻
き
立
て
ら
れ
ま
す
。
く
る
く
る 

と
日
傘
を
回
し
て
、
私
は
こ
こ
よ
、
と
合
図
を
送
っ
て
く
れ
る
、
い
い
で
す
ね
ー
。 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
下
五
「
廻
さ
る
る
」
の
助
動
詞
「
る
」
は
尊
敬
の
意
味
に
解
し
ま
し
た
。
炎
天
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
奥
様
同
士
の
待
ち
合
わ
せ
で
す
ね
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
懐
か
し
い
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
ら
っ
た
傘
を
満
面
の
笑
顔
で
、 

目
立
た
ぬ
よ
う
に
。
ラ
ン
チ
は
何
処
か
な
？ 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
女
性
同
士
で
し
ょ
う
ね
。
そ
ん
な
に
若
い
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

振
り
分
け
荷
銀
座
に
下
ろ
す
風
鈴
屋 

 
 

と
み
子 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
日
本
一
贅
沢
で
お
し
ゃ
れ
な
街
銀
座
は
一
方
で
古
き
良
き
も
の
と
の
相
性
も 

 
 

ぴ
っ
た
り
で
す
。
こ
の
対
比
が
素
敵
で
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
今
時
の
銀
座
で
こ
ん
な
風
景
が
見
ら
れ
る
の
だ
と
し
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。
歩
行 

者
天
国
の
時
で
し
ょ
う
か
？
一
陣
の
涼
風
に
吹
か
れ
る
心
地
が
し
ま
す
。
と
て
も 

い
い
風
情
な
の
で
、
今
月
の
特
選
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
今
も
居
る
の
で
す
か
？
昭
和
の
思
い
出
で
す
か
？
水
を
飲
む
お
じ
さ
ん
、
気
ま
ぐ 

れ
に
鳴
る
涼
し
げ
な
音
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
今
ど
き
こ
ん
な
の
あ
り
ま
す
か
ね
、
会
っ
て
み
た
い
で
す
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
映
画
の
撮
影
現
場
を
彷
彿
さ
せ
る
、
愉
し
い
一
句
。 

 

八
点
句 

青
芝
の
無
名
の
墓
碑
や
「
兵
」
一
字 

 
 
 

び
ん 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
広
い
霊
園
の
隅
に
あ
る
無
名
兵
士
の
墓
。「
兵
」
一
字
だ
け
彫
ら
れ
て
い
る
質
素
な 

墓
碑
、
敗
戦
忌
の
あ
る
八
月
に
相
応
し
い
句
。 
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康
敏
さ
ん
・
・
・
良
い
句
で
す
が
、
二
句
一
章
に
す
る
な
ら
、
季
語
の
後
に
切
れ
字
「
や
」
を
用
い 

る
べ
き
と
思
い
ま
す
。 

【
青
芝
や
無
名
の
墓
碑
に
兵
一
字
】
で
季
語
が
生
き
て 

来
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
大
阪
天
王
寺
に
広
大
な
陸
軍
墓
地
が
あ
り
、
多
分
一
兵
卒
の
小
さ
な
墓
が
ズ
ラ
リ 

あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
昔
も
今
も
犠
牲
に
な
る
の
は
兵
卒
で
す
。 

 

七
点
句 

遠
く
か
ら
祭
囃
子
の
里
帰
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
・
久
し
振
り
の
帰
省
で
実
家
の
大
広
間
で
昼
寝
。
懐
か
し
い
祭
り
ば
や
し
の
音
色 

が
流
れ
て
く
る
。 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
暫
く
中
止
し
て
い
た
夏
祭
り
が
行
わ
れ
、
そ
の
高
揚
感
が
理
解
で
き
る
。 

捕
虫
網
高
く
掲
げ
て
凱
旋
す 

 
 
 
 
 
 
 

   

孤
舟 

 

 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
虫
取
り
は
大
漁
か
？
い
や
捕
れ
な
か
っ
た
か
？ 

そ
れ
は
と
も
か
く
、
網
を
高
く 

掲
げ
た
勇
姿
が
微
笑
ま
し
い
で
す
。 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
さ
ぞ
か
し
籠
は
宝
物
で
い
っ
ぱ
い
、
子
供
の
得
意
気
な
顔
と
大
声
が
。 

下
五
が
ぴ
た
り
。 

 
 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
小
学
３
年
生
の
孫
が
キ
ャ
ン
プ
で
蝉
を
籠
一
杯
捕
っ
て
き
た
写
真
が
届
い
た
。 

孫
の
ド
ヤ
顔
に
息
子
や
私
の
幼
い
頃
の
同
じ
光
景
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
た
。 

 
 
 
 

血
は
争
え
ぬ
も
の
。
凱
旋
の
措
辞
が
高
揚
感
を
ピ
タ
リ
と
決
め
た
。 

籠
り
居
て
読
む
は
清
張
戻
り
梅
雨 

 
 
 
 
    

健
介 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
外
は
雷
を
伴
っ
た
大
雨
。
こ
ん
な
時
、
清
張
の
長
編
推
理
小
説
が
一
服
の
清
涼
剤 

と
な
る
。 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
夏
目
漱
石
「
こ
こ
ろ
」
朗
読
を
聞
く
。
七
時
間
余
り
の
朗
読
が
七
日
掛
か
っ
た
。 

感
想
：
金
や
女
性
に
対
す
る
行
動
は
《
イ
ザ
と
な
る
と
》
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
猛
暑
の
後
の
鬱
陶
し
い
戻
り
梅
雨
、
清
張
の
作
品
を
読
む
の
に
適
し
た
雰
囲
気
で 

す
。
清
張
作
品
は
繰
り
返
し
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
ま
す
が
、
今
年
に
な
っ
て
も 

「
目
の
壁
」
や
「
混
声
の
森
」
な
ど
数
作
品
が
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
放
映
さ
れ
て
い 

ま
す
。 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
い
か
に
も
と
い
う
取
合
わ
せ
。 

野
暮
用
と
云
ひ
つ
パ
ナ
マ
で
家
を
出
る 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
こ
れ
も
老
い
ら
く
の
恋
か
の
逢
引
に
出
か
け
る
図
？
そ
れ
も
奥
方
に
は
「
ち
ょ
っ 

 
 
 
 
 
 
 

と
野
暮
用
で
で
て
く
る
」
な
ど
と
言
い
つ
つ…

。
そ
れ
に
し
て
も
パ
ナ
マ
帽
と
は 

旧
式
だ
な
あ
。 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
小
雨
降
る
パ
リ
の
夕
暮
れ
。Miyake Issey

の
小
さ
な
シ
ャ
レ
た
看
板
が
い
く
つ 

も
架
か
っ
た
小
径
を
用
も
無
い
の
に
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
た
記
憶
・
・
何
に
憧
れ
て
た
？ 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
パ
ナ
マ
帽
を
被
り
（
多
分
籐
の
ス
テ
ッ
キ
を
携
え
て
）
行
き
先
も
告
げ
ず
、
心
軽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
か
に
散
歩
に
出
か
け
る
洒
脱
な
雰
囲
気
が
好
き
で
す
。「
野
暮
用
」
が
効
い
て
い 

ま
す
ね
。 

 
 

 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
歳
を
取
っ
て
も
ダ
ン
デ
ィ
さ
は
変
わ
ら
ず
パ
ナ
マ
帽
が
良
く
お
似
合
い
で
し
ょ
う
。 

 
 

 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・「
云
ひ
つ
」
は
「
云
ひ
つ
つ
」、
つ
ま
り
「
云
ひ
な
が
ら
」
の
意
味
で
使
っ
て
お
ら 

れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
あ
る
間
違
い
か
と
。
完
了
の
助
動
詞
「
つ
」
に
、 
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接
続
助
詞
「
つ
つ
」
の
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、 

【
野
暮
用
と
云
ひ
て
パ
ナ
マ
で
家
を
出
る
】
と
し
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 

六
点
句 
汗
拭
か
ず
曲
尺
（
か
ね
じ
ゃ
く
）
使
ふ
宮
大
工 

 

紀
久
男 

 

 
孤
舟
さ
ん
・
・
・
昔
気
質
で
仕
事
が
丁
寧
で
実
直
な
宮
大
工
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
曲
尺
を
知
っ
て
い
る
人
は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

ラ
ジ
オ
聴
き
ド
イ
ツ
語
学
ぶ
樹
下
涼
し 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 

け
い
子
さ
ん
・
・
主
人
も
毎
朝
英
語
と
ド
イ
ツ
語
講
座
聞
い
て
い
ま
す
。
な
ん
の
役
に
立
つ
か
、
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

笑
う
妻
で
す
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
老
い
て
な
ほ
向
上
心
見
せ
る
作
者
に
敬
意
。 

 
 
 
 

襟
足
に
若
さ
の
薫
る
藍
浴
衣 

 
 
 
 
 
 
      

孤
舟 

 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
襟
足
の
白
さ
と
藍
染
の
対
比
と
清
楚
な
感
じ
の
色
気
が
美
し
い
。 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
浴
衣
姿
の
若
い
女
性
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
一
読
し
て
景
が
浮
か
ぶ
の
は
良
い
俳 

句
の
証
拠
で
す
。 

 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
髪
を
纏
め
て
白
い
襟
足
を
見
せ
る
若
い
女
性
の
浴
衣
姿
。 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
行
き
交
う
人
（
男
性
）
が
振
り
返
る
？
こ
の
句
は
藍
浴
衣
で
締
ま
り
ま
し
た
。 

佳
句
で
す
。 

雲
一
朶
遊
ば
す
山
の
滴
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
山
を
主
語
に
、
そ
こ
に
か
か
る
一
片
の
雲
を
遊
ば
す
と
読
ま
れ
た
こ
と
に
感
心
し 

 
 
 
 
 
 
 

ま
し
た
。
下
五
は
「
滴
れ
り
」
か
「
滴
れ
る
」
か
？ 

青
田
風
駅
に
古
墳
の
案
内
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

青
田
風
と
古
墳
の
取
り
合
わ
せ
が
、
良
か
っ
た
で
す
。 

 

五
点
句 

雲
海
を
五
彩
に
染
め
て
日
が
昇
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
過
ぎ
し
日
の
富
士
山
頂
か
ら
の
雲
海
が
い
ま
だ
に
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
雲
海
の
中
か
ら
昇
る
朝
日
、
そ
の
美
し
さ
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。 

月
下
美
人
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
と
訳
す
人 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
月
下
美
人
の
花
言
葉
は
「
つ
や
や
か
な
美
人
」「
は
か
な
い
恋
」
な
ど
。「
ア
イ
ラ 

ブ
ユ
ー
」
も
花
言
葉
に
加
え
て
欲
し
い
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
松
田
樹
里
亜
の
曲
の
歌
詞
に
は
出
て
き
て
、
門
あ
さ
美
の
に
は
出
て
こ
な
い…

。 

 
   

四
点
句 

大
雨
の
音
の
合
間
に
蝉
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 

 
 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
「
雨
の
音
」
と
「
蝉
の
声
」
。
自
然
と
自
然
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
、
地
球
の
生
命
力
。 

蓮
二
輪
小
さ
き
池
を
整
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 
   

忠
彦 

 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
小
さ
い
池
に
蓮
の
花
が
二
輪
、
そ
の
感
じ
を
下
五
で
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
良
い
句
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
下
五
の
「
整
へ
り
」
に
疑
問
が
あ
り
ま
す
。 

「
整
へ
」
は
他
動
詞
下
二
段
の
連
用
形
で
、
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
に
は
接
続
し 

ま
せ
ん
。「
り
」
と
接
続
す
る
の
は
四
段
の
命
令
形
と
サ
変
の
未
然
形
だ
け
で
す 

の
で
【
蓮
二
輪
小
さ
き
池
を
整
ふ
る
】
と
す
る
と
良
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 
 

横
須
賀 

艦
名
は
す
べ
て
平
仮
名
土
用
波 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
確
か
に
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
名
は
、
且
つ
て
の
「
大
和
」「
武
蔵
」
か
ら 
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「
も
が
み
」「
く
ま
の
」
な
ど
の
平
仮
名
表
記
に
替
わ
っ
た
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
面
白
い
と
こ
ろ
に
着
眼
さ
れ
ま
し
た
。
海
上
自
衛
隊
の
艦
名
は
す
べ
て
平
仮
名
で 

す
。
旧
海
軍
で
は
艦
名
は
「
三
笠
」「
武
蔵
」
と
漢
字
で
し
た
が
、
船
体
の
表
示
は 

平
仮
名
で
し
た
。
一
方
、
句
と
し
て
、
船
舶
に
「
土
用
波
」
は
付
き
過
ぎ
か
と
も 

思
い
ま
す
の
で
「
雲
の
峰
」
と
か
「
夏
の
雲
」
に
し
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
大
阪
時
代
、
西
宮
市
の
市
民
見
学
会
で‶

沢
の
鶴
〟
を
見
学
し
て
か
ら
裏
の
波
止
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ら
兵
学
校
出
の
先
輩
に
連
れ
ら
れ
ラ
ン
チ
に
乗
り
ま
す
と
、
自
衛
隊
の
楽
隊
の 

派
手
な
軍
艦
マ
ー
チ
に
送
ら
れ
吃
驚
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ひ
え
い
（
旧
海
軍
の 

護
衛
艦
）
艦
上
で
栄
誉
礼
を
受
け
て
面
映
ゆ
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

ア
マ
ン
ド
の
角
に
人
待
つ
サ
ン
グ
ラ
ス 

 
 

康
敏 

 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
時
代
の
最
先
端
を
行
く
恋
人
同
士
の
デ
ー
ト
の
待
ち
合
わ
せ
。 

正
明
さ
ん
・
・
・
ア
マ
ン
ド
は
青
春
の
溜
ま
り
場
で
し
た
。
懐
か
し
さ
で
選
び
ま
し
た
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
そ
の
昔
、
六
本
木
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
も
云
え
た
ア
マ
ン
ド
。
眼
差
し
を
隠
す
ほ 

ど
色
濃
い
サ
ン
グ
ラ
ス
。
「
す
か
し
て
る
ぅ
ー
」
と
云
う
言
葉
と
共
に
、
セ
ピ
ア 

色
に
な
っ
た
写
真
を
見
る
よ
う
で
す
。 

皆
老
い
て
墓
参
取
り
止
め
仏
壇
で 

 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
遺
骨
を
納
め
た
墓
に
、
位
牌
を
納
め
た
仏
壇
に
拝
む
。
日
本
人
は
忙
し
い
。 

火
葬
と
共
に
栄
え
た
お
墓
。
高
額
な
負
担
を
か
け
る
時
代
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。 

【
年
取
る
や
墓
参
で
き
ず
に
仏
壇
に
】
で
も
。 

や
も
り
棲
む
廊
下
き
し
ま
せ
川
の
湯
へ 

 
 

び
ん 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
宿
と
共
に
や
も
り
も
代
を
襲
ね
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
既
視
感
を
感
じ
さ
せ
る
一
句
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る
鄙
び
た
温
泉
宿
の
佇 

ま
い
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ハ
ノ
イ
の
ホ
テ
ル
の
湖
に
面
し
た
廊
下
の
天
井
に
ひ
っ
そ
り
と
い
た
の
を
思
い
出 

し
ま
し
た
。 

緑
陰
や
奥
に
庵
主
の
住
居
跡 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
寂
聴
尼
の
庵
あ
と
で
し
ょ
う
か
？
亡
く
な
っ
た
庵
主
を
偲
ぶ
気
持
ち
の
感
じ
ら
れ 

る
一
句
。「
ひ
っ
そ
り
感
」
が
涼
を
呼
ぶ
。 

 
 

 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
緑
濃
い
中
に
庵
主
の
住
居
跡
を
示
す
石
碑
、
景
が
見
え
て
来
ま
す
。
由
比
ヶ
浜
の 

虚
子
庵
跡
で
し
ょ
う
か 

が
が
ん
ぼ
の
狼
藉
ぶ
り
や
島
の
宿 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
こ
れ
は
バ
リ
島
あ
た
り
の
宿
で
し
ょ
う
か
。
部
屋
に
入
っ
て
電
気
が
点
く
と
大
き 

な
が
が
ん
ぼ
が
飛
び
回
り
ま
す
。
が
が
ん
ぼ
の
狼
藉
は
客
の
狼
狽
を
招
く
も
の
で 

も
あ
り
ま
す
ね
。
ど
こ
か
面
白
い
、
そ
の
ま
ま
の
雰
囲
気
が
伝
わ
り
ま
す
。 

◎
ひ
と
と
き
は
都
人
な
り
貴
船
川
床 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
昼
は
青
葉
に
、
夜
は
蛍
火
に
涼
を
求
め
、
清
流
に
耳
を
傾
け
つ
つ
戴
く
夏
料
理
。

し
ば
し
貴
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
だ
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
貴
船
の
川
床
で
の
食
事
、
そ
の
嬉
し
さ
を
ひ
と
時
の
都
人
と
表
現
し
て
面
白
い
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
鴨
川
の
川
床
と
は
一
味
違
う
風
情
が
あ
り
ま
す
ね
。
来
年
は
皆
さ
ん
と
楽
し
め
る 

か
な
？ 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
大
阪
時
代
、
川
島
織
物
と
取
引
（
売
込
み
）
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
何
度
も 

貴
船
の
料
亭
を
利
用
し
ま
し
た
。
雪
の
積
も
っ
た
料
亭
で
祇
園
の
老
妓
を
呼
び 
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散
財
し
た
こ
と
な
ど
思
い
出
し
ま
す
。 

 

三
点
句 
ま
た
一
人
病
の
知
ら
せ
梅
雨
長
し 

 
 
 

そ
ら
お 

 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
の
陽
性
者
が
増
え
続
け
、
梅
雨
の
鬱
陶
し
さ
に
拍
車
が
か
か
る
。 

寄
る
辺
無
く
哀
し
き
凶
行
戻
梅
雨 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
安
倍
元
首
相
凶
弾
に
倒
る
の
ニ
ュ
ー
ス
は
震
撼
さ
せ
た
。
普
通
の
人
が
殺
人
犯
に 

変
わ
る
瞬
間
を
止
め
ら
れ
な
い
か
。
皮
肉
に
も
政
治
家
の
仕
事
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
一
見
し
て
そ
の
裏
に
あ
る
事
情
ま
で
見
え
る
よ
う
。
胸
が
詰
ま
り
ま
す
。 

改
正
を
避
け
得
ぬ
も
の
か
蝉
の
声 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
憲
法
「
改
正
」
の
こ
と
か
。
憲
法
「
改
正
」
と
言
え
ど
、
限
界
が
あ
る
。 

「
戦
争
が
で
き
る
普
通
の
国
」
を
目
指
せ
ば
、「
改
正
」
を
越
え
て
憲
法
の
「
廃
棄
」 

を
行
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
国
民
の
目
が
鋭
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
会 

に
も
「
蝉
の
声
」
が
欲
し
い
。 

 

母
の
ピ
ア
ノ
聞
こ
ゆ
る
あ
た
り
昼
寝
の
子 
と
み
子 

 
 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
平
和
な
一
家
の
昼
下
が
り
を
詠
ん
だ
作
品
。
ピ
ア
ノ
の
腕
前
が
確
か
な
の
で
し
ょ 

う
。「
地
」 

網
戸
よ
り
何
を
訴
ふ
油
蝉 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
網
戸
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
蟬
は
、
己
が
儚
い
命
を
嘆
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

※
康
敏
さ
ん
・
・
季
重
な
り
、「
網
戸
」
も
「
油
蝉
」
も
夏
の
季
語
で
す
。
そ
れ
に
「
何
を
訴
ふ
」
と 

読
者
に
考
え
さ
せ
て
も
無
駄
で
し
ょ
う
、
作
者
が
分
か
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。 

 

当
世
流
小
栗
判
官 

        

汗
だ
く
の
馬
脚
の
芸
に
や
ん
や
な
り 

 
 
 

千
恵 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
本
当
に
大
き
な
拍
手
が
起
き
ま
し
た
ね
。 

骨
切
り
の
音
心
地
よ
く
鱧
を
喰
う 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
関
西
の
人
で
な
い
と
実
感
を
と
も
な
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。 

 
 
 
 
 

紀
伊
国
屋
を
偲
び
て 

江
戸
和
事
田
之
助
去
り
て
五
月
闇 

 
 

た
だ
し
げ 
 
 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

江
戸
和
事
と
い
う
言
葉
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
田
之
助
さ
ん
で
納
得
し
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
江
戸
和
事
と
い
う
藝
が
あ
っ
た
こ
と
を
喪
失
感
と
と
も
に
再
認
識
。 

紀
久
男
・
・
・
・
先
代
の
田
之
助
や
宗
十
郎
は
江
戸
和
事
、
屋
号
の
紀
伊
国
屋
に
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。 

大
向
う
の
ひ
と
り
と
し
て
、
紀
伊
国
屋
の
屋
号
復
活
が
待
た
れ
ま
す
。 

８
の
字
に
戸
惑
ふ
二
人
茅
の
輪
か
な 

 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
８
の
字
を
書
く
よ
う
に
茅
の
輪
を
を
く
ぐ
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
人

は
よ
く
知
ら
ず
た
だ
潜
っ
て
い
る
の
で
は
。
若
い
二
人
連
れ
で
し
ょ
う
か
。
算
用

数
字
の
８
で
な
く
て
は
い
け
な
い
、
面
白
い
句
で
す
。 

旅
立
ち
の
支
度
楽
し
き
夏
の
朝 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
旅
立
ち
の
朝
の
わ
く
わ
く
し
た
気
持
ち
・
高
揚
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

著
莪
咲
く
を
愛
づ
る
人
逝
き
今
日
一
年 

 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・‶

今
日
は
特
別
〟
の
一
句
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
・
裏
山
に
毎
年
咲
い
て
い
ま
す
が
愛
で
る
人
の
な
い
地
味
な
花
で
す
。
亡
く
な
ら
れ 

た
方
は
や
は
り
地
味
な
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

啓
子
（
自
解
）・
・
著
莪
の
花
を
愛
で
た
方
は
短
歌
を
良
く
な
さ
っ
た
方
で
、
そ
の
方
の
庭
は
樹
木
も 
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あ
り
ま
し
た
が
山
野
草
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
著
莪
が
咲
く
こ
の
時
期
、
姿
の
良 

い
も
の
を
選
び
根
ご
と
頂
い
て
い
ま
し
た
。
短
歌
の
素
材
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

雲
の
峰
辻
の
地
蔵
は
す
ま
し
顔 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
入
道
雲
の
広
が
る
日
、
汗
を
か
く
自
分
を
よ
そ
に
、
赤
い
帽
子
と
涎
掛
け
を
つ
け 

た
お
地
蔵
さ
ん
は
い
つ
も
と
同
じ
顔
を
し
て
い
る
。
対
比
が
よ
く
効
い
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
す
ま
し
顔
が
い
い
で
す
ね
。 

眼
力
も
萎
え
て
目
を
閉
ず
猛
暑
か
な 

 
 
 

天
牛 

 
 
 

 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
同
じ
老
年
期
特
有
の
現
象
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・ 

 
  

亜
也
さ
ん
・
・
・
目
も
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
す
る
の
は
ま
さ
に
実
感
で
、
言
い
得
て
妙
。 

怪
し
げ
な
夢
は
中
折
れ
昼
寝
覚 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
朝
と
勘
違
い
し
て
ゴ
ミ
出
し
間
に
合
う
？
と
ガ
バ
リ
と
起
き
た
り
、
と
も
か
く
嫌 

で
す
、
昼
寝
覚
め
は
・
・ 

 
 二

点
句 

家
族
の
数
確
か
め
枇
杷
を
捥
ぎ
呉
る
る 

 
 

恵
洲 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
お
爺
さ
ん
が
、
次
々
に
気
前
良
く
家
族
連
れ
に
。
贈
る
ほ
う
も
、
貰
う
ほ
う
も
、 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
。 

髪
結
い
て
七
夕
迎
う
妻
若
し 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
唯
々
羨
ま
し
き
限
り
で
す
‼ 

早
朝
に
涼
を
求
め
て
夫
婦
連
れ 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 
 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
故
山
鹿
児
島
で
は
、
夏
の
農
家
は
涼
し
い
朝
の
農
作
業
に
励
む
。
土
手
の
草
払
い
、 

昔
な
ら
稗
取
り
な
ど
。
今
や
日
本
の
朝
は
、
涼
を
求
め
る
時
間
帯
に
な
っ
た
。 

核
知
ら
ぬ
少
年
の
夏
雲
流
る 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
核
兵
器
廃
棄
は
人
類
の
悲
願
。
地
球
が
亡
ぶ
か
、
平
和
が
来
る
か
。
大
人
よ
り
優 

れ
た
少
年
少
女
が
必
ず
現
れ
る
と
信
じ
る
。 

 

一
点
句 

 

釉
薬
メ
ー
カ
ー
社
長
の
傘
寿
祝
（
名
古
屋
） 

豪
盛
に
散
財
尽
す
夏
宴 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 
 
 

 
 
 
 
 

紀
久
男
（
自
解
）・
・
こ
の
当
日
、
昼
は
東
邦
ガ
ス
の
今
池
の
ホ
ー
ル
を
貸
切
に
し
て
、
新
内
、
清
元 

の
人
間
国
宝
を
ワ
キ
に
玄
人
は
だ
し
の
芸
を
披
露
。
名
古
屋
芸
妓
総
揚
げ
で 

鯱
（
し
ゃ
ち
ほ
こ
）
踊
り
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、
夜
は
当
地
最
高
の
料
亭
を
貸 

切
で
名
妓
連
の
踊
り
と
美
酒
・
美
肴
。
す
べ
て
ご
招
待
で
す
。
今
時
名
古
屋 

邦
楽
界
、
花
柳
界
の
パ
ト
ロ
ン
は
大
し
た
も
の
で
す
。
し
か
も
彼
は
経
済
同 

友
会
の
副
代
表
で
論
客
で
す
。
小
生
と
は
河
東
節
の
仲
間
で
、
丸
紅
名
古
屋 

支
社
長
を
さ
れ
た
鶴
岡
元
専
務
、
高
畑
元
取
締
役
、
な
ど
支
店
長
経
験
者
と 

親
交
。
毎
朝
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
の
ジ
ム
や
プ
ー
ル
で
身
体
を
鍛
え
て
お
ら
れ 

ま
す
。 

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
青
葉
会
予
定
】 

令
和
四
年
八
月
二
十
五
日
（
木
） 

会
場
：
三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
（
世
田
谷
区
施
設
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
ご
参
加
を
お
考
え
の
方
で
場
所
が
良
く
判
ら
な
い
方
は
星
田
ま
で
お
問
合
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せ
下
さ
い
（
℡
０
８
０
・
８
８
７
０
・
８
２
０
１
）。 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
八
月
二
十
三
日
（
火
）
中
。 

◇
ご
参
加
の
ご
意
向
、
投
句
は
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
宛
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
      

     
 

     
 

     
 

     
 

     

青
葉
会
報 

一
、 

猛
暑
中
、
展
示
内
容
総
入
れ
替
え
し
た
丸
紅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
小
袖
な
ど
を
鑑
賞
後
に

句
会
出
席
さ
れ
た
方
が
殆
ど
で
８
名
出
席
。
投
句
は
欧
州
旅
行
中
の
ゆ
た
か
さ
ん
ら

13

名
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
す
が
、
赤
坂
飯
店
の
個
室
２
卓
に
て
ゆ
っ
た
り
と
開
催
。
い
つ
も
の
五
郎
太
さ
ん
の
進
行
役
で
ご
覧
の

通
り
、
孤
舟
さ
ん
、
と
み
子
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
等
が
高
得
点
で
し
た
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

友
求
む
一
年
生
に
学
校
広
し 

 
 

 
 
 

 
眞
希
子 

 
 

藍
浴
衣
着
る
人
が
着
て
艶
冶
な
る 

 
 

    

陽
亮 

鯉
幟
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
来
意
告
ぐ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

円
熟
に
遠
き
半
寿
や
柿
若
葉 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

夕
つ
つ
じ
下
校
の
バ
ス
の
待
ち
呉
れ
て 

 
 
 
 

仝 
 
 

三
杯
酢
垂
ら
し
て
ひ
と
り
冷
奴 

 
 
 
 
 
 

仝 

木
苺
咲
く
往
復
七
千
歩
の
通
勤
路 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

出
藍
の
誉
れ
老
い
た
り
シ
ネ
ラ
リ
ア 

 
 
 
 

仝 

復
活
祭
戦
禍
コ
ロ
ナ
禍
猛
る
地
に 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

先
輩
の
卒
寿
と
ダ
イ
ヤ
婚 

春
深
し
不
発
弾
め
く
知
歯
を
抜
く 

 
 
 
 
 

弘
子 

 
 

晩
春
の
慶
事
重
な
る
三
世
代 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

こ
ろ
こ
ろ
と
風
の
押
し
来
る
古
巣
か
な 

 
 
 

 

仝 
 
 

水
温
む
原
発
岬
に
風
車
増
ゆ 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

コ
ー
ギ
ー
の
お
ぼ
れ
て
し
ま
ふ
草
若
葉 

 
 
 
 

仝 
 
 

 

歌
会
の
案
内
下
が
る
リ
ラ
の
花 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

ふ
た
み
た
び
薔
薇
の
香
り
の
歩
を
戻
す 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
八
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

ふ
る
さ
と
を
護
る
菩
提
寺
月
涼
し 

 
 

 
 

盛
雄 

 
 
 

蛍
の
火
共
に
苦
学
の
友
逝
け
り 

 
 
 
 

 

健
介 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
果
て
は
大
和
か
星
涼
し 

 
 

仝 
 
 
 

喧
（
か
ま
び
す
）
し
鴉
子
持
ち
か
木
下
闇 

 
 

仝 

核
知
ら
ぬ
少
年
の
夏
雲
流
る 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

曽
我
兄
弟
名
こ
そ
残
せ
ど
木
下
闇 

 
 
 
 
 

仝 

ア
リ
バ
イ
を
残
す
夜
遊
び
蝸
牛 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

江
戸
城
に
曲
者
忍
ぶ
木
下
闇 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

片
陰
の
首
長
美
人
ア
ガ
パ
ン
サ
ス 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

誘
は
れ
し
夜
振
大
漁
千
曲
川 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舞
妓
ら
の
下
駄
音
涼
し
先
斗
町 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

投
函
し
坂
の
ベ
ン
チ
に
涼
み
を
り 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
七
月 

 

夏
潮
の
青
き
う
ね
り
よ
若
き
日
よ 

 
  

 
 

允
章 

 
 

 

真
昼
間
の
音
の
消
え
た
る
極
暑
か
な 

 
 
 
 

仝 

 

三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 
 

「
爽
樹
」
誌
７
月
号
よ
り 

 

形
代
の
流
れ
に
澱
み
神
の
杜 

 
 
 
 
 

ひ
と
つ
づ
つ
峰
の
暮
れ
ゆ
く
夕
焼
か
な 

確
信
の
崩
れ
さ
う
な
り
雲
の
峰 

 
 
 
 

出
番
来
る
ま
で
車
屋
の
片
か
げ
り 

 

舟
虫
の
伝
令
の
ご
と
四
方
に
散
る 

 
 
 
 

 
 

 

令
和
四
年
八
月 

十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


